
 

お
田
植
感
謝
の
夕
べ 

～
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
～ 

六
月
六
日(

土
曜
日)

、
十
九
時
、
号
砲

を
合
図
に
開
演
。
開
催
に
あ
た
り
会
長
は  

       

千
枚
田
を
守
る
耕
作
者
は
日
々
害
獣
被

害
、
天
候
不
順
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の

苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
い
。
大
変
ご
苦
労

様
で
す
。
そ
し
て
、
本
日
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
と
共
々
「
日
本
の
棚
田
百
選
・

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
も
認
定
さ
れ
た
四

谷
の
千
枚
田
の
弥
栄
を
願
い
本
日
の
イ

ベ
ン
ト
を
心
身
と
も
に
堪
能
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
梅
雨
時
に

も
拘
わ
ら
ず
、
初
回
開
催
以
来
一
度
も
雨

降
ら
ず
で
開
催
で
き
た
こ
と
も
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
四
谷
の
千
枚
田

へ
の
愛
着
と
熱
意
の
賜
物
が
お
天
道
様

に
届
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
皆
さ
ん
の
協
力
金
や
ご

寄
付
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
ん
と
こ
ろ

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
と
挨
拶
。  

(

翌
日
、
協
力
金
箱
を
開
け
た
ら
何
と…

〆
て
一
万
五
百
円=

参
加
者
四
百
人
と
し

て
一
人 

二
十
六
円
二
十
五
銭…

嘘
の
よ

う
な
本
当
の
話)

。  

本
日
は
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産

事
務
所 

青
山
所
長
様
、
同
建
設
課 

近
藤

課
長
様
か
ら
国
民
の
財
産
、
地
域
の
宝
を

含
ん
だ
挨
拶
を
、
ど
な
た
も
千
枚
田
を
守

る
姿
勢
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
た
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
保
存
会
、
地
域
住
民
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
一
体
と
な
り
、
「
鳥
長
の
皮

肝
」
を
ベ
ー
ス
に
丹
精
込
め
た
焼
肉
、
大

は
そ
り
二
杯
の
シ
シ
汁
、
今
年
の
秋
に
は

移
住
予
定
の
「
か
あ
や
ん
商
店
」
の
焼
き

そ
ば
、「
棚
田
っ
娘
」
自
慢
の
五
平
餅
も
完

売
。
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
「
八

雲
だ
ん
ご
の
串
だ
ん
ご
」
や
「
ヤ
マ
サ
ち

く
わ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
」
山
吉
田
の
「
豊

田
茶
園
」
、
川
売 

梅
の
里
「
川
売
梅
花
」

も
出
店
、
大
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ハ

ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
の
「
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
参

戦
」
も
催
し
に
場
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。  

嬉
し
い
こ
と
に
、
愛
知
東
農
協
は
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
二
台
の
運
行(

催
し
場
か
ら
旧

連
谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
間)

と
鳳
来
北

西
部
役
員
奉
仕
、
地
域
唯
一
の
工
場
「
神

星
工
業
鳳
来
工
場
」
社
員
の
皆
さ
ん
も
四

谷
の
千
枚
田
保
存
継
承
・
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
た
参
加
。
新
城
設
楽
農
林
水
産
事

務
所
建
設
課
職
員
な
ど
の
お
力
を
頂
き

沿
道
に
千
五
百
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
設
置

や
点
火
な
ど
大
変
お
助
け
頂
い
た
。  

段
々
田
ん
ぼ
の
作
業
道(

景
観
道)

に

幻
想
的
に
灯
る
千
五
百
本
の
ロ
ウ
ソ
ク

の
光
と
天
空
を
華
ど
る
二
十
本
の
打
ち

上
げ
花
火
、
田
ん
ぼ
を
舞
い
交
う
ホ
タ
ル

の
演
出
に
は
四
百
人
を
超
す
参
加
者
の

誰
し
も
に
感
動
を
与
え
た
。 

終
宴
に
高
橋
孝
行
副
会
長
は
「
こ
の
催

し
が
地
域
一
体
と
な
り
、
盛
大
に
行
わ
れ

た
こ
と
を
喜
び
、
村
の
活
性
に
繋
が
れ
ば

幸
い
と
思
う
」
と
結
ん
だ
。  

翌
日
、
早
朝
か
ら
地
域
住
民
、
保
存
会

は
催
し
の
成
功
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら

セ
ッ
セ
と
片
付
け
を
行
っ
た
。
ご
苦
労
様
。  

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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児
童
ら
が
植
え
た
苗
き
れ
い
に
並
ぶ 

新
城
市
立
鳳
来
寺
小
学
校
の
五
年
生

八
人
が
十
五
日
、
校
区
内
に
あ
る
四
谷
の

千
枚
田
で
田
植
え
を
行
っ
た
。 

児
童
ら
は
、
五
月
晴
れ
の
青
空
の
下
、

大
小
二
枚
約
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
田
ん

ぼ
に
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
の
苗
を
植
え
た
。
児
童

ら
は
二
日
前
に
、
田
の
土
を
な
ら
す
「
代

（
し
ろ
）
か
き
」
を
し
て
お
り
、
迷
う
こ

と
な
く
素
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
泥
の
感

触
を
確
か
め
な
が
ら
田
植
え
を
し
た
。
田

ん
ぼ
に
は
、
児
童
ら
が
植
え
た
苗
が
き
れ

い
に
並
ん
だ
。 

家
で
田
植
え
の
手
伝
い
を
す
る
と
い

う
森
く
る
み
さ
ん
は
「
二
十
五
セ
ン
チ
の

間
隔
で
植
え
て
い
く
の
は
難
し
い
。
で
き

た
お
米
は
オ
ム
ラ
イ
ス
に
し
て
全
校
で

食
べ
た
い
」
と
話
し
た
。
初
め
て
体
験
し

た
平
賀
多
佳
歩
さ
ん
は
「
意
外
と
ま
っ
す

ぐ
植
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
収
穫
し
た
ら

お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
だ

っ
た
。 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
長
の
小
山

舜
二
さ
ん
か
ら
、
お
米
の
大
切
さ
と
と
も

に
、「
生
き
物
と
仲
良
く
、
体
に
優
し
い
米

作
り
を
し
て
い
る
」
と
米
作
り
の
姿
勢
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。 

白
井
淳
子
校
長
は
「
毎
年
小
山
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
」
と

感
謝
し
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
師
匠

で
あ
り
、
友
達
、
仲
間
の
よ
う
な
存
在
で

も
あ
る
」
と
話
す
。 

小
山
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
の
田
植

え
は
、
同
校
統
合
前
の
旧
連
谷
小
学
校
の

時
か
ら
三
十
年
ほ
ど
続
い
て
い
る
。
今
後

は
、
観
察
、
草
取
り
な
ど
を
し
、
稲
刈
り
、

脱
穀
な
ど
の
作
業
を
体
験
し
、
五
平
餅
や

お
に
ぎ
り
な
ど
に
し
て
味
わ
う
と
い
う
。 

=

東
日
新
聞
五
月
十
六
日
よ
り
抜
粋=

 

 

愛
知
県
東
三
河
県
庁
と
愛
知
大
学
の

連
携
に
よ
る
「
四
谷
の
千
枚
田
の
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

五
月
三
十
日
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
①

と
し
て
学
生
九
名
は
田
の
草
取
り
に
励

ん
だ
ほ
か
、
中
腹
部
か
ら
の
眺
望
を
楽
し

ん
だ
。
参
加
し
た
学
生
は
「
素
晴
ら
し
い

景
観
に
感
謝
、
他
の
団
体
な
ど
と
協
力
し

あ
っ
て
守
り
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。 

当
日
に
は
愛
知
県
江
口
副
知
事
、
同
新

城
設
楽
振
興
事
務
所
長
谷
川
所
長
ほ
か

三
名
。
同
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
青

山
所
長
、
近
藤
建
設
課
長
、
渡
辺
技
師
初

め
三
名(

サ
ポ
ー
ト)

、
下
江
新
城
市
市
長
、

同
鳳
来
総
合
支
所
山
口
地
域
課
副
課
長
、

愛
知
・
豊
川
用
水
振
興
協
会
長
田
理
事
長

(

元
愛
知
県
農
林
基
盤
局
長)

、
奥
三
河
ビ

ジ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
田
村
専
務
理
事
な

ど
、
大
勢
の
参
加
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。 

サ
プ
ラ
イ
ズ 

 

元
農
林
水
産
省
官
僚
、

宮
崎
県
副
知
事
、
林
野
庁
長
官
な
ど
を
歴

任
さ
れ
た
牧
元
幸
司
農
林
漁
業
信
用
基

金
理
事
長
も
お
い
で
い
だ
い
た
。
牧
元
さ

ん
と
私
の
繋
が
り
は
令
和
元
年
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝
」
で
受
賞
。

首
相
官
邸
に
お
い
て
安
倍
首
相
か
ら
賞

状
を
授
与
。
安
倍
首
相
、
菅
官
房
長
官
、

江
藤
農
林
水
産
大
臣
と
棚
田
地
域
振
興

法
施
行
に
つ
い
て
談
話
中
、
内
閣
官
房
内

閣
審
議
官
と
し
て
安
倍
首
相
の
お
そ
ば

に
お
り
、
私
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
後
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
も
ご
一
緒
。

親
交
を
深
め
て
き
た
。
今
回
の
出
会
い
は

愛
知
県
江
口
副
知
事
さ
ん
が
昨
年
の
十

一
月
三
日
、
御
挨
拶
に
千
枚
田
を
訪
れ
た

折
に
牧
元
さ
ん
と
の
出
会
い
を
お
話
し

し
た
こ
と
が
今
回
の
活
動
参
加
に
繋
が

り
、
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
牧
元
さ
ん

は
作
業
着
、
長
靴
姿
で
学
生
た
ち
と
共
に

田
の
草
取
り
を…

ま
た
、
ハ
ッ
タ
ン(

人

力
で
田
の
草
取
り
の
八
倍
の
能
率
の
上

が
る
手
押
し
式
草
取
り
機)

を
悪
戦
苦
闘

で
転
が
し
、
初
め
て
の
体
験
に
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
。
江
口
副
知
事
は
何
回
も

何
回
も
、
背
広
姿
で
参
加
し
た
こ
と
に
悪

か
っ
た
、
申
し
訳
な
い…

と
江
口
さ
ん
ら

し
い
一
面
を
垣
間
見
た
。
そ
し
て
、
牧
元

さ
ん
と
は
今
秋
浜
松
市
で
開
催
の
サ
ミ

ッ
ト
で
の
再
会
を
お
約
束
し
た
。 

今
回
の
活
動
を
鑑
み
て
、
「
四
谷
の
千

枚
田
」
を
地
域
の
宝
と
位
置
づ
け
三
十
六

年
「
継
続
は
力
な
り
」
を
主
眼
に
地
道
に

歩
ん
で
き
た
こ
と
が
何
と
な
く
報
わ
れ

た
思
い
を
、
心
の
中
に
刻
ん
だ
。 

環
境
整
備 

三
十
日
、
保
存
会
は
来
週
の｢

灯
そ
う

千
枚
田｣

を
視
野
に
会
場
周
辺
を
中
心
に

草
刈
り
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
、
環
境
整

備
活
動
に
は
全
国
の
棚
田
の
生
き
字
引 

中
島
峰
広
棚
田
博
士
の
お
孫
さ
ん｢

南
く

ん(

関
東
農
政
局
技
官
）｣

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
、「
ご
く
ろ
う
」
に
は
定
番
「
鳥
長

の
皮
肝
」
を
珍
し
気
に
堪
能
。
六
月
六
日

開
催
の
「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
に
は

友
人
と
参
加
を
約
束
。 

田
の
草
取
り
＆
テ
レ
ビ
出
演 

 

六
月
四
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

(

十
六
名)

は
四
谷
の
千
枚
田
の
圃
場
で

五
月
七
日
に
田
植
し
た
田
ん
ぼ
の
草
取

り
を
行
っ
た
。
学
生
た
ち
が
セ
ッ
セ
と
田

の
草
取
り
を
し
て
い
る
最
中
、
ウ
ド
鈴
木

と
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
キ
ャ
イ
～
ン
」
を
結

成
し
た
天
野
ひ
ろ
ゆ
き
が
絶
世
の
美
女

と
撮
影
に
訪
れ
た
。
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ

に
学
生
た
ち
は
「
キ
ャ
イ
ー
ン
」
と
大
慌

て
、
テ
レ
ビ
初
出
演
の
楽
し
い
思
い
出
も

作
っ
て
し
ま
っ
た
。 
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令
和
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年
六
月
十
五
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